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学校だより
第６号

令和５年９月２９日

美瑛町立沢小学校

美瑛町字美沢中央

アツ（暑・熱）い９月・・・
美瑛町立美沢小学校 校長 温泉 敏

残暑？いえ、まだ夏が続いている・・・。そんな日々が９月２０日まで続いたように思います。

まさに「暑い」９月でした。そして、学校も「熱い」９月でした。

９月４日から３名の教育実習生が来て各教室に入って学びました。１週間の実習です。同時に

９月７日には、１日実習として同じ北海道教育大学旭川校の学生が１１名来ました。私たちにと

っては未来の後輩となる学生たちですから、その指導にも気合いが入るところです。

３名の宿泊先は大雪青少年交流の家でした。ですから、学校に来るときには子どもたちの登校

するバスと一緒になりました。

一人でまるごと授業をすることはありませんでしたが、授業の中で指導担当から様々なアドバ

イス、考え方等を学んでいました。「こんな時はどうしたらいいと思う？」「この部分について

は課題にしておくから、考えてみて。」といったこともありました。きっと３人で話し合いなが

らよい考えを出していったことと思います。

現在、教員不足という言葉がメディアでよく上がっています。でも、１週間でも子どもたちと

一緒に過ごす体験は教師を目指す学生にとって、教師のおもしろさ、醍醐味を体感する良い機会

だったと思っています。

とにかく、担任３名の実習生への指導は学生への期待をこめた、熱の入ったものでした。

数年後に、元気な姿で子どもたちの前に立っていることを期待したいと思います。

熱の入った日々は実習指導だけではありません。

１０月６日（金）に「美瑛町へき地・複式教育研究大会」が本校を会場に開催されます。この

大会では、美馬牛小、明徳小などから教職員が本校にきて授業を参観し、その後授業についての

協議を行います。

私たちの日々の授業について、どのような授業がよいか、ＩＣＴをどのように活用すると効果

的か等を多くの教職員で協議し、これからの授業に反映させていくための大会です。

ですから、教職員は授業をどうやって展開するのか、導入はどうしよう、といったことを考え

ながら、お互い話し合いながら日々を過ごしています。

本校の職員にとっても「熱い」夏となっています。

もうすぐ１０月という今は、朝の気温もぐっと下がりました。

子どもたちは元気に走り回っています。

先日は、お弁当給食があり、全校で屋外に出てブルーシート

を敷いて食べました。

朝の読書も全校で図書室で取り組んでいます。

コロナ禍前の活動に戻りつつある昨今です。

今回の学校便りでは、前期の学校評価を掲載しました。学校

運営協議会でも検討していただきました。ご一読いただければと思います。

１０月もよろしくお願いいたします。



- 2 -

【未来の教師へ ～教育実習～】

９月４日（月）に教育大学旭川校から３名の実習生がきました。５日間実習を行いました。ま

た、７日（木）には同じ大学から１日実習として１１名がの学生がきました。

低学年に入った学生は複式授

業を実際に受けていたそうです

が、中・高学年に入った学生は

その経験がないということで、

驚きをもって子どもたちをみて

いたようです。

枝豆をゆでて食べました 個人指導中

３名とも毎日子どもたちと１日中ずっと一緒に過ごしました。

そして、放課後は担任と１日を振り返りました。

放課後担任との振り返り

実習生が企画した全校遊び １日実習の学生も参観

交通安全キャンペーン

学級でのお別れ会 手紙を渡しています

クラブ活動（水鉄砲）

研究授業こそ行いませんで

したが、５日間子どもと関わ

り、たくさんの時間を共有し

て最終日となりました。最終

日は涙のお別れの集い。実習

はこうでなくっちゃ、と勝手
全校でのお別れの集い 全校で記念写真

に思うのです。

この体験が教師の魅力であり、志望への大きな力になると思っています。次年度はいよいいよ

５週間実習となります。頑張ってくれるでしょう。
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【陶芸展 inかさま表彰】

以前の学校だよりでも書きま

したが、２年生の暖真さんと３

年生の斗輝さんが、茨城県で開

催された「陶芸展 in かさま」で
賞を頂きました。

その伝達式を学校で行いまし

た。その様子です。

【稲刈り～あぐりスクール～】

田植えをした稲が成長し、今度は収穫体験となりました。

カマを使って刈っていき

ます。なぜか、美沢小の刈

り取るスピードが速い。

淡々と刈っていきます。

刈り取った稲はたばにな

り、コンバインの横に積み

上げられました。

しばらくしてから、稲刈

りの終了の声が上がり、続

いてコンバインの横に子ど

もたちが集まるよう指示が

でました。

このあぐりスクール担当

の阪田さんから、コンバイ

ンに刈ったわらを入れて脱穀作業を見せていただきました。

「これしかとれないの？」と大量のわらはどこへいったや

ら。どんどん積み上がるわらの山とは対象的に、とれた米粒

はちょっとでした。

でも、そういうことを知ることで、田の面積が広くないと

生産量も上がらないことを実感しているのだと思います。

社会科の米作り農家が教科書に掲載されていますが、その

ことを思い出しながら、一生懸命質問している頑張りには、

後輩たちにも受け継いでいってほしいと思いました。

いずれにしても、よい体験をさせていただきました。

【保育所との交流】

じゃんけんれっしゃ（司書の方も一緒に） こぎつね演奏会

これまで保育所との交流は絵本を読むことが中心でしたが、徐々に交流を広げてきています。

２年生の読み聞かせが前回ありました。今回は、全校児童と一緒に「じゃんけんれっしゃ」

をしたり、２年生が音楽の時間に練習した「こぎつね」の演奏を披露したりしました。

以前、布施校長の時に積極的に行い始めた保小交流ですが、コロナ禍でストップしていまし

た。学校評価でも保小連携については、低い評価でした。

ようやく、コロナ禍以前の交流にもどってきました。今後も、保小の架け橋の取組をしっか

りと進めたいと思います。

がんばって

つくって、

よかった！
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【頑張れ！後期児童会役員】
９月１３日（水）、後期児童会役員の認証式がありました。

後期児童会役員は次の通りです。

前期同様、活躍を期待しています。

児童会会 長 琉斗さん 副会長 一誠 さん

書 記 敢士さん

【交通安全キャンペーン】

９月７日（木）に晴天の中、交通安全キャンペーンを実施

しました。教育実習生も１４人全員一緒に活動しました。

止まった車に寄って、安全運転の声かけと本校の畑で育て

たジャガイモとメッセージを運転手さんに渡しました。

たくさんの方と接することができ、子どもたちも満足した

のではないかと思います。

また、実習生もよい体験になったのではないかと思ってい

ます。

そして、数日後・・・。学校に一通の手紙が届きました。

メッセージ等を受け取った方からのお礼の手紙でした。

朝会で教頭先生から子どもたちに紹介しました。

では、その手紙です。

上 声かけの様子

下 全員でポーズ

教頭先生からの紹介

うれしいですね。

こんな出会いがたくさんあると、きっと子ど

もたちもやりがいをもって取り組めると思いま

すし、意欲も高くなるのでしょう。

実習生も子どもたちとたくさん話すチャンス

だったと思いますし、活動の感想を聞いてもよ

かったかな、と思っています。

ただ、警察に走行を止められる運転手さんは、

ドキッとしてしまうかもしれませんね。
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【前期学校評価結果報告】
前期学校評価のご協力ありがとうございました。

評価を活かし

て後期を進めて

いきます。

後期も評価が

あります。

よろしくお願

いします。
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【陶芸教室】
９月４日（月）に全校で皆空窯に行

き、陶芸教室を行いました。北海道新

聞にも、美瑛中の活動の様子や、南さ

んの記事が最近でています。

今年は最初から全員で学習できるよ

うになりました。

今回の作品は全体的に、対象の特徴

をとらえ、誇張気味に表したように思

います。ですから、どの作品もわかり

やすい感じがします。

完成を楽しみにしていてください。

【ふるさと学習 ６年】
６年生のふるさと学習が行

われました。町政についての

話し合いの様子です。町長も

高い関心がありそうです。

日 曜 行 事 予 定

１ 日

２ 月 教育相談週間 安全点検日 スポ少

３ 火 上教研中部地区研（午前授業）

４ 水 全校朝会 委員会 就学時健診 ＡＬＴ

５ 木 就学時健診

６ 金 町へき・複連研究大会（美沢小会場）

７ 土

８ 日

９ 月 スポーツの日

１０ 火 視力検査（低）

１１ 水 中学校出前授業 視力検査（中）委員会 ＡＬＴ

１２ 木 職員会議 保育所来校日 視力検査（高）

１３ 金 児童朝会 ＡＬＴ

１４ 土

１５ 日

１６ 月 スポ少 就学時健診

１７ 火

１８ 水 校舎外清掃 委員会 ＡＬＴ PTA 役員会

１９ 木 研修日

２０ 金 ALT

２１ 土

２２ 日

２３ 月 学芸会特別時間割

２４ 火

２５ 水 委員会 ALT

２６ 木

２７ 金 ALT

２８ 土

２９ 日

３０ 月

３１ 火 町教育研究大会（午前授業）

【暑い日の午後は】

クラブ活動で水鉄砲をしまし

た。その結果、誰もが上から下ま

でびしょ濡れ。これぞまさに「水

もしたたる・・・」になるのかど

うかはわかりませんが、暑い日の

午後にはちょうどよい時間となっ

たようです。


